蘆田文庫研究会中間報告 4 by 蘆田文庫研究会
157
蘆田文庫研究会中間報告 4
蘆田文庫研究会*
はじめに
蘆田文庫研究会（以下、研究会）は、2004年 3月に『蘆田文庫目録 古地図編』
（以下『古地図編』）を刊行し、新収資料の調査及び解題目録の作成作業を行っ
てきた。2009年以降は中村拓教授旧蔵資料（中村拓文庫）の調査及び解題
目録作成を、2013年以降は新たに図書館の蔵書となった岩田豊樹氏旧蔵資
料（岩田豊樹文庫）の調査を合わせて行ってきた。その成果として、2014
年末に「岩田豊樹文庫設立記念展」を開催することができた。
1　蘆田文庫新収古地図目録作成と書籍編刊行への資料整備
図書館では、毎年一定の予算を設け、蘆田文庫の充実を目的として古地図・
地誌資料を購入してきた。研究会の活動の一環として、『古地図編』刊行後
の新収資料について、補遺版との位置づけで解題目録の作成を続け、図書
館紀要『図書の譜』第 11号（2007年 3月）、第 12号（2008年 3月）、第
16号（2012年 3月）において新収古地図目録を掲載した。現在は 2011年
度以降に受け入れた新収資料について解題目録の作成を進めている。
また、『古地図編』に続く『書籍編』の刊行に向けて、図書館で一般書と
*あしだぶんこけんきゅうかい
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して整理されている蘆田伊人氏旧蔵書籍資料約 270点（登録数）を奥村藤
嗣司書長編纂のカード目録を元に抽出し、校友閲覧室近くの書架に別置し
た。出納の際に支障がないように、中央図書館蔵書担当の協力により、配
置場所の蘆田文庫への変更、スリップ（蘆田文庫の印、請求記号ラベル、バー
コードを貼付）の挟み込みが行われた。
2　中村拓文庫西洋古版地図目録作成と展示会の開催
中村拓文庫のうち、和書約 200点、洋書 130点の図書館による目録化は
終了したが、その他の資料については、研究会により調査及び解題目録作
成中である。現在は西洋古版地図約 390点の冊子体目録刊行に向け、解題
目録の作成作業を行っている。なお、研究会の企画により「中村拓文庫設
立記念」を中央図書館ギャラリーで 2011年 10～ 12月に開催したが、その
後 2012年 8月 17日～ 9月 17日に規模を縮小して和泉図書館ギャラリー
でも同展を開催した。また、2014年 4月 26日～ 6月 22日には神奈川県立
歴史博物館で開催された「明治大学 クリスチャン・ポラック コレクション 
繭と鋼 －神奈川とフランスの交流史－」の展示会場の一室で、明治大学図
書館コレクションの一つとして「中村拓文庫展」を開催した。前回展示で
きなかった羊皮紙のポルトラーノ型航海図 1を合わせて展示した。
【中村拓文庫展 展示資料一覧】
1 「日本帝国図」（Imperivm Japonicvm...）アドリアン・レランド（Adrien Reland）
銅版（手彩色）1枚（45.0× 58.8cm）　アムステルダム　1745年ごろ
2 「天文圖」王致遠　拓本　1枚（183.5× 101.0cm）　淳祐 7年（1247）
3 「 理圖」王致遠　拓本　1枚（184.2× 99.5cm）　淳祐 7年（1247）
4 「坤輿全圖」南懐仁（F.Verbiest）　木版　8幅（各幅およそ 173× 52cm）1860
年　京城版
5 ［印度半島東岸航海図（ポルトラーノ型航海図）］羊皮紙（約 56.5× 82.0cm
（最長部分））　制作年未詳
1上下に描かれた海岸線の中間の直線で図を分割し、海岸部分を接合すると、中村拓氏作成
解説図に示されたインド半島東海岸の図となる。（口絵 2参照）
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6 「楕円形世界図」（Die erst[e] General Tafel...）セバスチャン・ミュンスター
（Sebastian Münster）　木版　1枚（35.5× 41.0cm）　バーゼル　1588年刊
7 「アジア図」（Asiae Nova Descriptio）アブラハム・オルテリウス（Abraham
Ortelius）　銅版（手彩色）1枚（36.5× 47.7cm）　アントワープ　1572年刊
8 『北方旅行記集成』（Recueil de voyages au nord）J. F. ベルナール（Jean 
Frédéric Bernard）　10冊（16.7×10.0cm）アムステルダム　1716～ 1738年刊
9 『地理学』（Geographia...）クラウディオス・プトレマイオス（Klaudios 
Ptolemaios）　1冊（23.0× 17.0cm）　ヴェネツィア　1564年刊
10 『東洋遍歴記』（Historia oriental de las Peregrinaciones...）　メンデス・ピント
（F. Mendez Pinto）　1冊（28.6× 20cm）マドリッド　1620年刊
11 『航海旅行記集成』（Navigationi et viaggi...）ラムジオ（G.B.Ramusio）編
3冊（32.0× 22.5cm）ヴェネツィア　1588,1583,1556年刊
12 『大唐西域記』玄奘撰　木版　12巻 3帖（26.1× 12.9cm）1244年刊
13 「赤道南北両総星圖」湯若望（アダム・シャル・フォン・ベル　J. A. Schall
 von Bell）撰　木版　8幅（第 1幅 ,縦 165.2×横 52.4cm,全体幅 446cm）
崇禎 7年（1634）
14 「禹跡圖」拓本　1枚（76.5× 77.4cm）　阜昌 7年（1136/37）
15 「華夷圖」拓本　1枚（75.7× 76.3cm）　阜昌 7年（1136/37）
16 「天象列次分野之圖」著者不明　写本（彩色）　1幅（107.0× 76.2cm）　成立
年不明
17 「渾天全圖」著者不明　木版　1枚（84.5× 58.0cm）　18世紀（李朝後期）
18 「輿 全圖」著者不明　木版　1枚（73.2× 58.1cm）　18世紀（李朝後期）
[19] 自筆ノート類
[20] ネガフィルム
[21] 写真印画
－「日本海山潮陸圖」石川流宣［画］　木版（手彩色）　板元相模屋太兵衛　1枚
（82.0× 170.0cm）　元禄 4年（1691）（蘆田文庫：AS09/101//H）（参考展示）
3　岩田豊樹文庫設立記念展の開催
『江戸圖総目録』『大江戸絵図集成』等の著作により古地図研究家として
著名な岩田豊樹氏（1904～ 1990）の旧蔵資料は、出版社之潮代表の芳賀啓
氏の仲介により、2009年から長女で遺産相続者であった岩田康子氏と打合
せを続け、2014年 3月、図書館に一括寄贈された。岩田氏が生涯をかけて
蒐集したコレクションの量は膨大で、いまだに全貌を把握するには至って
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いないが、これらの資料の包括的な保存を目的として、図書館に「岩田豊
樹文庫」を設立することとなった。そして、これを機に研究会として「岩
田豊樹文庫設立記念展」を企画し、中央図書館ギャラリーWGの協力のも
と、中央図書館ギャラリーにおいて 2014年 11月 20日から 2015年 1月 23
日まで展示を行った。展示資料の詳細については、同時に刊行した『図録』2
を参照されたい。以下、展示資料の一覧を掲げる。
【岩田豊樹文庫設立記念展 展示資料一覧】
1 （新板）江戸大絵圖　遠近道印　木版（手彩色）　經師屋加兵衛　1枚　154.3
× 163.8cm　寛文 10年（1670）
2 御江戸大繪圖　木版（手彩色）　林氏吉永　1 舗　152.5×149.8cm　貞享 3年
（1686）
3 ［江戸図鑑］石川流宣　木版（手彩色）　須原屋茂兵衛　1舗　62.7× 85.6cm
4-1 ［駿河臺小川町之圖 全］鼇峰依為質　木版（手彩色）　吉文字屋治郎兵衛 ,
北畑氏合刻　1舗　47.7× 64.6cm　明和元年（1764）
4-2 （本郷谷中小石川丸山）繪圖　米山鼎峨　木版（手彩色）　吉文字屋治郎兵衛 , 
美濃屋平七　1舗　43.1× 64.0cm　明和 7年（1770）
5 ［安見御江戸絵圖 全］　木版（手彩色）　須原屋茂兵衛 ,志村弥次兵衛　折本
1冊　21.8× 9.6cm　享和 3年（1803）
6 萬國地球全圖 全　桂川甫周国瑞　木版（手彩色）　1舗　79.3×88.4cm　刊年
未詳
7 ［東半球図］　写図（手彩色）1枚　33.2× 33.1cm
8 ［西半球図］　木版（色刷）1枚　32.5× 40.0cm　刊年未詳
9 ［江戸図］　木版（手彩色）　かいふや権左衛門　1舗　59.0× 56.5cm　元禄
4年（1691）
10 太平御江戸之ゑづ名所附ケ　木版（手彩色）　いつみや権四郎　1舗　26.5
× 41.5cm　享保 14年（1729）
11 （天保改正）御江戸大繪圖　高井蘭山　木版（色刷）　岡田屋嘉七　1舗　132.0
× 154.8cm　天保 14年（1843）
12 東京全圖　東京府　銅板（二色刷）　東京府蔵版　1枚　縮尺 5000 分の 1
276.0× 336.0cm　明治 20年（1887）
13 日本囘國六十六部縁起　木版　小林喜右衛門近房　1帖　25.8× 286.1cm
宝永 5年（1708）
2岩田豊樹文庫設立記念展［図録］/ 蘆田文庫研究会 2014年 11月 ISBN:978-4-9902148-4-5 
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14 無人嶋大小八十余山之図　林子平　木版（手彩色）　須原屋市兵衛　1舗
24.9× 63.0cm　天明 5年（1785）
15 伊豆七島全図（附無人島八十嶼圖）完　東條信耕　木版（色刷）　1冊　17.6
× 11.9cm　天保 13年（1842）序
16 江戸繪圖株帳（写本） 完　1冊　26.3× 19.3cm　文化 14年（1817）
17 江戸圖總目録　室賀信夫監修・岩田豊樹著　青裳堂書店　1冊　21.5×15.7cm
昭和 55年（1980）刊
18 （江戸大地震大火方角附）世直り細見　木版（手彩色）　1枚　51.5× 74.1cm
19 萬歳楽鯰大危事　木版　1枚　32.1× 47.5cm
4　今後の課題
研究会は従来蘆田文庫のみを調査・研究の対象としていたが、中村拓文
庫と岩田豊樹文庫が加わったことでその対象が大幅に拡大した。現在は中
村拓文庫「西洋古版地図目録」の刊行を第一優先に作業を進めているが、
各文庫ともさまざまな課題がある。関連部署と協力のうえ、解決に向けて
計画的に作業を進めていきたい。
蘆田文庫は『古地図編』に掲載されている地図資料の約 9割が未登録・
未遡及状態で、図書館所蔵資料としての把握・管理が完全ではない。この
ため、他機関からの照会や出納に支障をきたしている。また蘆田文庫が成
立する以前に、蘆田氏旧蔵資料は一般書として整理されていたという経緯
があり、一般請求記号と蘆田文庫請求記号が二重に付されているものもあ
る。さらに『書籍編』刊行に向け、一般書扱いになっている蘆田氏旧蔵書
籍の抽出作業が途上であり、目録データや原簿からも抽出対象を探す作業
が必要である。
中村文庫は図書館で整理が終了した和書・洋書に加えて、研究会による
西洋古版地図の目録化は見えてきたが、箱単位で管理しているその他の資
料（地図、ネガフィルム、写真（以上は、デジタル化を終了）、自筆研究ノー
ト、論文抜刷、パンフレット等や自筆所蔵資料目録、原稿等）について研
究会メンバーしか内容が分からないため、誰でも中身が把握できる環境の
整備が必要である。
岩田文庫は全容把握に向けて調査を始めたばかりであり、今後優先順位
162
を付けて調査を進めていく。
研究会では、名称の由来となった蘆田文庫に加え、中村拓文庫、岩田豊
樹文庫の資料群を研究基礎資料として利用可能にするための内容把握、解
題目録の公刊を目的として活動を続けてきた。しかし新たに上記二つの文
庫が加わったことで、対象となる資料数は大幅に拡大し、目的の完遂がい
つのことかまったく予想できない状況となっている。おそらく一世代で終
了する仕事ではなく、今後も作業を継続するため、図書館における後継者
の養成も今後の大きな課題となろう。
おわりに
長年蘆田文庫研究会のメンバーとしてご指導、ご活動頂いた本学文学部
教授平野満先生が 2014年 9月 6日に亡くなられました。謹んで故人のご冥
福をお祈り申し上げます。
蘆田文庫研究会
平野　　満† （明治大学文学部教授）
岩井　憲幸 （明治大学文学部教授）
吉田　　優 （明治大学文学部准教授）
中村　　士 （大東文化大学東洋研究所兼任研究員、元帝京平成大学教授）
菊池　亮一 （明治大学図書館総務事務室）
畑野　繭子 （明治大学中野教育研究支援事務室）
飯塚　貴子 （明治大学大学史資料センター）
齊藤　智美 （明治大学文学部兼任講師、文京ふるさと歴史館）
関　　良子 （國學院大學大学院博士前期課程修了）
